
 

 

 

 

 

 

メディコス「ユニセフパネル展＆支援物資の展示 2017」報告 No.2 をお届けします。 

 

安田直史氏の講演「誰一人取り残さずに世界の子ども死から守る」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の活動予定  ★の活動に参加できる方は事務局までご連絡ください。 

 

6 月 4 日（日）  イベント「森の宝島 in はぎわら」に参加 ユニセフ展示・募金 

6 月 6 日（火）  第 3 回実行委員会開催 

★6 月 13 日（火）  コープぎふ総代会 会場でのユニセフパネル展示・募金   

7 月 3 日（月）  第 2 回運営委員会開催 

★7 月 4 日（火）  名古屋市桜小学校 6 年生出前授業 

7 月 18 日（火）  第 2 回役員会開催 

★7 月 31 日（月）  「ユニセフ夏休み子どもの広場」開催 ハートフルスクエア G  

★8 月 7 日（月）  岐阜市三里小学校学童保育出前授業（手洗い寸劇を行なう予定） 
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ユニセフの支援を「4 つの武器」と表現され、この「4

つの武器」（予防接種・成長記録・経口補水・母乳育児）を

通じて世界の子どもたちの現状と成果をわかりやすく報告

していただきました。 

また持続可能な開発目標「SDGｓ」とユニセフとしての

今後の課題についてお話がありました。 

「誰一人とり残さない」とはどういうことか。言い換えれ

ば、誰が取り残されているのか、最も脆弱な子どもたちは

どこにいるのかを知る必要がある。そして、生き残った子

どもはどうなるのかとい視点が非常に重要になっていると

いうこと。生き残った子どもの 2 億人以上は将来の社会を

担う一員としてうまく発達成長しているとはいえない現状

にあるということです。 

先生からの課題提起 

1,新生児死亡を減らす。 

2.格差と脆弱性に注目した対策 

3.「生き残る」だけでは不十分。 

4.このためには保健医療だけでは問題は解決できない。医

療的アプローチでなく、もっと横断的な社会開発アプロー

チをおこなう。 

そして、このことができるのがユニセフの強みであり、 

使命です。 

気になっているけれど知らなかっ

たことが実物の資料とデータによ

って知ることができたのでよかっ

たです。問題にたいして興味を持ち

続けるようにしたいです。展示、良

い機会でした。（京都府・大人） 

あまりユニセフのことはわからな

いけど、もっといろいろなことが知

りたいと思っています。（岐阜市・

小学高学年） 

ユニセフの支援はアフリカのかわ

いそうな子に行っていると思って

いたが、こうした展示を見て、日

本（東北支援）にもユニセフ支援

があったと知りました。 

パネル展会場アンケートから 
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